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もので，内容は序章および本文 5 章からなる o
序章では，本研究の背景，目的，意義および構成を述べている。




































て 9 つの建築タイプに分類し，保存意向がランドマーク的な建築物である 5 タイプ， 11棟の建築物に対して高
いことを明らかにしているo
(4) 歴史的中心地区では，建築物変容の進展にもかかわらず住・商・業務機能が混在しており，とりわけ，業務機
能併存型住宅(ショップハウス)の存在が人口流出を食い止めていることを明らかにし，さらに， ショップハ
ウス居住者に対する意向調査によって， ショップハウスでの継続居住意向および居住環境の改善意向を明らか
にしている。 . 
(5) 大都市メダンの歴史的中心地区では，ネットワークを形成する保存エリアが存在しており，その核となる主要
な歴史的建築物に対する住民の保存意向も高く， これらの歴史的建築物の整備を行うことによって歴史的な空
間文脈を維持し， さらには，業務機能併存型住宅の質および周辺環境を住民の意向に沿って改善することによっ
て居住機能ならびに職住近接性を維持することが，インドネシア大都市における歴史的中心地区の開発誘導お
よび環境整備の有効な手法となりうることを示唆している。
以上のように，本論文は，植民都市を核に成長しつつあるインドネシア大都市の歴史的環境の変容特性や機能混在
の実態，およびこれらに対する住民意向を明らかにするとともに，歴史的中心地区の空間的文脈および居住機能を持
続させるための方策についてインドネシア大都市の状況に即した提案を行っており，環境工学の発展に寄与する所大
である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める D
? ?
